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減らせるスコープ3

現実的な算定に向けて



スコープ3の算定は必須に
90％以上をカバーした目標設定が必須に
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事業会社：短期は67%、長期は90%以上をカバー

金融SBT：
- 投融資先は資産クラスによってカバー率が設定
- 投融資先のスコープ1・2・3が対象

事業会社：90%以上をカバー

金融機関：
- 投資先・顧客のスコープ3を含む



今日のメッセージ

- スコープ3算定は必須になってきています。

- ただし、スコープ3は算定目的に応じてデザインすべきで、スコープ1・2とは
根本的に違います。「こうしなければいけない」方法はありません。

- LCAは全く必須ではなく、ただ、他の目的でLCAを行った場合など、そのデー
タの活用ができます。

- まずはスクリーニングすることが重要です。その上で、どこを減らせるように
するか、デザインしましょう。

- 減らすには一次データの活用が必要です（が、必ずしもLCAの基準に則る必要
はありません）。

- CDPでは、売上あたり原単位を使った方法を基盤とすることを提案していま
す。（早期の脱炭素化のためにも、企業単位のエンゲージメントを通じて、早
くゼロ排出になれば細かい配分は重要ではなくなります。）
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スコープ3入門編

良く知ってる方はコーヒーブレイクにしてください。
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スコープ3って何？

スコープ1：企業のバウンダリ（範
囲）内の設備等からの温室効果ガス
排出

スコープ2：企業が購入した二次エ
ネルギー（電力等）の発生の際の温
室効果ガス排出

スコープ3：企業のバリューチェー
ン全体についての排出うち、スコー
プ1・2以外
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スコープ3の15カテゴリ
どこまで含めるの?
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上流か下流か スコープ3カテゴリ

上流スコープ3排出

下流スコープ3排出

購入した財・サービス

資本財

燃料やエネルギー関連活動
(スコープ1や2に含まれない分)    
上流の輸送・配送

操業において生成した廃棄物

出張

従業員の通勤

上流のリース資産

下流の輸送・配送

販売した製品の加工

販売した製品の使用

販売した製品の寿命末期処理

下流のリース資産

フランチャイズ

投資

資源採取から
購入までの
全排出

金融機関の
投融資先は
PCAFが代替



各カテゴリに何が含まれるのか?
その1：上流8カテゴリ

7
出典：環境省、サプライチェーン排出量算定の考え方

資源採取から
購入までの
全排出

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/files/tools/supply_chain_201711_all.pdf


どこまで含めるのか?
その1：下流7カテゴリ
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出典：環境省、サプライチェーン排出量算定の考え方

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/files/tools/supply_chain_201711_all.pdf


必須

1.購入した製品・サービス 報告年に購入した製品・サービスについての上流（原料採掘からゲートまで）の全排出量（サプライヤーのス
コープ1・2と3の上流）

2. 資本財 同上、ただし資本財（サプライヤーのスコープ1・2と3の上流）

3. スコープ1，2に含まれ
ない燃料およびエネルギー
関連活動

報告年に購入・取得した燃料や電力の上流排出量のうち、報告企業のスコープ1・2に計上されていない分。燃料
の採掘からゲートまでの排出量、電力の発電のための燃料の採掘からゲートまでの排出量（送配電ロス分の電力
についても原料採掘からゲートまで）。報告企業が電力小売・流通の場合、調達して販売した電力の発電による
排出量。
（エネルギー最終消費企業にとっては、燃料供給会社のスコープ3上流、小売電気事業者にとっては、発電企業
のスコープ1）

4. 輸送、配送（上流） 輸送・物流サプライヤーのスコープ1・2

5.事業活動から出る廃棄物 廃棄物管理サプライヤーが廃棄または処理時に発生させたスコープ1・2排出量

6. 出張 輸送サプライヤーのスコープ1・2

7. 雇用者の通勤 輸送サプライヤーまたは雇用者のスコープ1・2

8. リース資産（上流） 報告企業がリースされた資産について、貸し手の企業が運用する際のスコープ1・2排出量

報告企業のスコープ3は誰のどのスコープなの?
上流8カテゴリ
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サプライヤーのスコープ3（上流）が入るカテゴリ



必須

9. 輸送、配送（下流） 報告年に生産した製品が報告企業から最終消費者に届くまでの輸送・物流のうち、報告企業が費用を負担してい
ない分（費用負担した分はカテゴリ4）。（輸送・物流・小売事業者のスコープ1・2）

10. 販売した製品の加工 報告年に販売された中間製品を下流企業（例：製造業者)が加工する際の排出量（下流企業の加工時のスコープ1
およびスコープ2排出量）

11. 販売した製品の使用 報告年に販売した製品の予想使用期間中の直接的な使用段階での排出量（最終消費者のスコープ1・2）

12. 販売した製品の廃棄 報告年に販売した製品の廃棄物処理および耐用年数終了時の処理（廃棄物管理会社のスコープ1・2）

13. リース資産（下流） 報告企業が所有し、他の主体に報告年に貸している資産の運用における排出量であり、報告企業のスコープ1，2
に含まれない分（借りている企業のスコープ1・2）

14. フランチャイズ 報告年におけるフランチャイズ事業の運営による排出量であって、スコープ1およびスコープ2に含まれないもの
（フランチャイズのスコープ1・2）

15. 投資 報告年における投資（株式投資、債券投資およびプロジェクトファイナンスを含む）の運用に関わる排出量でス
コープ1およびスコープ2に含まれない分（PCAFが代替。PCAFでは投融資先のスコープ1・2・3）

報告企業のスコープ3は誰のどのスコープなの?
下流7カテゴリ
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PCAFでは、投融資先について、順次スコープ3が入る見込みです。



気候移行ベンチマーク（EU Climate Transition Benchmark）とパリ協定適合ベンチマーク

（EU Paris-Aligned Benchmark）におけるスコープ3算定必須セクターの指定に準ずる。

カテゴリ15: 投融資先のスコープ3?
段階的にスコープ3必須セクターを拡大予定

11 出典：PCAF (2020). The Global GHG Accounting and Reporting Standard for the Financial Industry. First edition.

2021: 石油ガス・鉱業

2024:輸送、建設、建築物
素材、産業葛生

2026:全セクター

https://carbonaccountingfinancials.com/files/downloads/PCAF-Global-GHG-Standard.pdf


入門編は環境省グリーンバリューチェーン
プラットフォームへ
基礎的な情報が網羅的に乗っています！
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https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/supply_chain.html
https://www.env.go.jp/earth/ondanka/supply_chain/gvc/estimate_tool.html#no07


算定ツール（環境省版）
Excel形式で温対法報告と照らし合わせながら算定が可能
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算定ツール（Quantis）
簡単な質問に回答していくとスクリーニング完了！
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施設、購買、物流、移動、顧客、下流のリース・投資について
質問に回答すると・・・（金額ベースが多い）

スクリーニングの結果が出てきます。



スクリーニング時の算定の事例
カテゴリ1・2：1年間の購買金額や量に、原単位をかけます
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米
100万円分

冷凍魚介類
100万円分

（1.45トン）

×
×

生産者価格ベース 購入者価格ベース

（内生部門計：輸送除く）

GHG排出原単位(I-A)-1 GHG排出原単位(I-A)-1

t-CO2eq/百万円 t-CO2eq/百万円

1 11101 米　　 - 6.26 5.37 -

38 111301 冷凍魚介類 3.13 t 5.68 4.55 0.5051 t

百万円/○○

No. 列コード 部門名

①物量ベースの
排出原単位

金額ベースの排出原単 （参考）単価

（品目別生産額表2005より）

GHG排出原単位(I-A)-1

t-CO2eq/○○

5.37 t-CO2eq/100万円

4.55 t-CO2eq/100万円

× 3.13 t-CO2eq/トン

=

=

5.37 t-CO2eq

4.55 t-CO2eq

9.92 t-CO2eq

平均価格がおおよそあっているのであれば、金額も量も同じ結果をもたらすはずです。

理論的に上流排出を含む値です



スクリーニング時の算定の事例
カテゴリ11：IKEAの算定事例
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25ヵ国にて販売している製品100グループ

15の製品グループに統合

消費電力
(W)

年間消費時間
(h)

耐用年数
(年)

15グループについて以下の平均を算出

電力排出原単位
(t-CO2/Wh)

× × ＝ ライフタイム
電力消費量

(Wh)

ライフタイム
電力消費量

(Wh)
× ＝ ライフタイム

CO2排出量
(t-CO2)

消費電力を下げる、使う電力を再エネに



担当者はGHGプロトコルスコープ3基準・
ガイダンスを参照しましょう。
まとめた資料は簡略化のために重要な箇所が漏れています
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スコープ3基準 スコープ3技術ガイダンス

https://ghgprotocol.org/sites/default/files/standards/Scope3_Calculation_Guidance_0.pdf
https://ghgprotocol.org/sites/default/files/standards/Corporate-Value-Chain-Accounting-Reporing-Standard_041613_2.pdf


スコープ3排出 どこをどう減らす？

減らない算定、減る算定
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スクリーニングが済んだら
どこを「減らせる」構造にして、エンゲージメントをす
るのかデザインする
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カテゴリ1：購入した製品・サービス 47%

カテゴリ8：上流のリース資産 20%

SBTの67%カバー

原材料サプライヤー企業（カテゴリ1）、借りている資産の保有元企業
（カテゴリ8）の一次データを取得して、算定に反映しよう！



減らないスコープ3の構造
カテゴリ1（購入した財・サービス）の場合
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活
動
量

排出
原単位

サプライヤー固有データ
（一次データ）

平均データ
（二次データ）

排出量 ＝

購買金額/量
（円/トン/台）

円当たり排出量
トン当たり排出量
台当たり排出量

トンCO2e

サプライヤーの毎年のスコープ1・2・3上流原単位
（トンCO2e/円）

サプライヤーの毎年の製品LCA上流
（トンCO2e/トン、トンCO2e/台）

日本全体の該当セクターの平均排出原単位(5年前)
日本全体の該当製品の平均的LCA上流データ(固定)

サプライヤーがリ
アルで削減しても
減らない！！

サプライヤーの削減が購買
企業のスコープ3削減とな

る



2021版:スコープ3算定における日本における誤解と課題

21

産業連関表の方が正確です
よね？

一度算定してしまったので、一次
データを使うと、値が大きく変
わってしまいます。

GHGプロトコルスコープ3基準では、方法論を

改善してゆき、方法論や結果の値が大きく変わった場
合（企業側で閾値を設定）、基準年を再計算

することとしています。方法論を古いまま固定する必
要はなく、常に改善していくことを推奨しています。

一次データを使ったスコープ3の
第三者検証はサプライヤーの電力
料金までチェックすると聞きまし
たが？

日本では、第三者検証と監査の方法が明確に区別されて
いないようで、左記の方法は監査の方法に思われます。
一般的に、一次データについての第三者検証の場合、
CDPサプライチェーンプログラムから得られたデータの

処理方法、改ざんがないかを検証する事例が多いようで
す。現在、CDPの第三者検証パートナーと共に、一次
データを使ったスコープ3上流検証の実証プロジェクトを
進行しています。

GHGプロトコルスコープ3基準では、一次データが

得られない場合、二次データという記載があります。
また、産業連関表は5年より前といった古いもので
あり、個別サプライヤーの努力が反映されません。



昨年の本ウェビナーの影響もあってか、「一次データを使わないと減らない」ことが

日本でも広く意識されるようになりました。

しかし…。

2022: 新たな誤解・まだ残る誤解
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スコープ3は重要な数カテゴ

リのみ計算をすればいいと
聞きました。

まずは全体の把握(スクリーニング)をしてから、重

要なカテゴリについては減らせる算定に移行してく
ださい。SBTもCDPもまずは全体の把握をしている
ことが必須であったり、重視されていたりします。

うにといくらは排出係数が違うの
で、細かいLCAをすべての製造品

について実施しなくてはいけない
と聞きました。

LCAとスコープ3は似て非なるものです。
全製品LCAの厳密さで積み上げる必要はありません。
国境炭素調整措置対応等、LCAレベルの厳密さが
求められる製品のみ、LCAを行い、その情報をス
コープ3にも反映してもいいと思います。



LCAとスコープ3の考え方の違い
一次データの相互利用は可能だが、視点が異なるもの
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製造から廃棄まで（ライフサイクル）の排出量

1.5 tCO2/製品 1.2 tCO2/製品

LCAは主語が製品 スコープ3は主語が企業

A社のスコープ1,2,3



スコープ3算定の基本
完全は決まっていない。トレードオフのバランスをとる。

24

企業は、それぞれのビジネス・ゴールに応じて、原則間
のトレードオフのバランスをとる必要があります。…時
間の経過とともに、スコープ3のGHGデータの精度と完全

性が向上すれば、これらの算定原則の間のトレードオフ
はおそらく小さくなるでしょう。

出典：GHG Protocol scope 3 standard

1. Relevance 社内外のデータユーザが意思決定をするのに有益であるか?
2. Completenessバウンダリ内全体、全GHGを「把握」
3. Consistencyルールを決めて基準年を随時再計算（量的には10%以上等)
4. Transparencyプロセス、手順、仮定、限界について開示
5. Accuracyビジネスゴール、データユーザの意思決定に十分な正確性

LCAは算定目的（国境炭素調整措置等）に応じて、そのルールに合わせる必要がある。

https://ghgprotocol.org/sites/default/files/standards/Corporate-Value-Chain-Accounting-Reporing-Standard_041613_2.pdf


スコープ3はまだら模様（算定例）
まずは全体を把握、深める（減らす）場所を決める
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セクター別平均原単位 × 購買金額/量スクリーニング

サプライヤーのス
コープ1・2データ
を収集

個社別スコープ1・2原単位 × 購買金額 （サプライヤースコープ3上流
は平均を活用）

製品あたりLCAの
上流データが
タイムリーに
収集可能

LCA上流データ
×購買量

サプライヤーからの
算定企業向け製品か

らの排出量提供
算定企業向け排出量

※一般的にカバー率が高くしやすい算定方法から並べてみました。
費
用
対
効
果
も
見
な
が
ら
、
ど
こ
を
深
め
る
か
デ
ザ
イ
ン

横並び比較をするのであれば、業界にてガイダンスを作成する等の考え方もあるだろう。

全部LCA上流が必要と

いうことはありません。
脱炭素アクションを優

先しましょう。



網羅的・TCFD的減らせる算定

企業単位の「売上当たり原単位」×購買金額で基礎を固める

26



スコープ3はまだら模様（算定例）
まずは全体を把握、深める（減らす）場所を決める
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セクター別平均原単位 × 購買金額/量スクリーニング

サプライヤーのス
コープ1・2データ
を収集

個社別スコープ1・2原単位 × 購買金額 （サプライヤースコープ3上流
は平均を活用）

製品あたりLCAの
上流データが
タイムリーに
収集可能

LCA上流データ
×購買量

サプライヤーからの
算定企業向け製品か

らの排出量提供
算定企業向け排出量

※一般的にカバー率が高くしやすい算定方法から並べてみました。
費
用
対
効
果
も
見
な
が
ら
、
ど
こ
を
深
め
る
か
デ
ザ
イ
ン

減らせて算定がシンプルな
基盤となりえる方法



企業単位の「売上あたり原単位」を用いた算定例
Microsoft社 2021年回答 カテゴリ1
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CDPサプライチェーン回答のスコープ1＋スコープ2＋上
流スコープ3の排出原単位(トンCO2e/売上ドル)を使用。
購買金額については、財務から部門ごとの数値を得ている。
数値が得られないものについては、UK Defraの2014年版
の上流（クレードルからゲートまで）排出原単位を使用。
ただし、最新の物価上昇と為替レートを反映している。
（以下省略）

個社別スコープ1・2・3原単位
（トンCO2e/売上ドル）

サプライヤーより得た値

購買金額
（ドル）

社内から得たデータ

×排出量の66%相当

残り44%相当
セクター別平均スコープ1・2・3原単

位
（トンCO2e/売上ドル）

購買金額
（ドル）

データベースより得た値 社内から得たデータ

ハイブリッド法の例



企業からの「按分結果」を活用
Walmart社 2021年回答 カテゴリ1
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ウォルマートは、CDPサプライチェーンプログラムを通じて割り当てられた炭素排出量と、
CDPのウェブサイトに掲載されている「Accounting and Reporting Your Scope 3 
Emissions」ガイダンス文書の方法1に記載されているものを用いて、購入商品およびサー
ビスからのスコープ3排出量の一部を推定しました。2020年、ウォルマートは1,200社以上
のサプライヤーにプログラムへの参加を呼びかけました。これらの企業のうち、660社以上
がサプライチェーン調査の一部を完了し、少なくとも228社がその回答の中でウォルマート
への排出量を計上しました。これら228社のサプライヤーは、2020年にCDPサプライ
チェーンプログラムを通じて、スコープ1排出量を310万メートルトン、スコープ2排出量
を220万メートルトン、スコープ3排出量を2110万メートルトンCO2eをウォルマートに割
り当てたことになります。これらの排出量を合計すると、2020年には2660万メートルトン
CO2eとなります。これらのサプライヤーは、2020年度のウォルマートの総売上高のおよ
そ20%に相当します。この排出量を売上高の100%に換算すると、1億3,020万メートルトン
-CO2eになります。ウォルマートは、これはサプライヤーの自己申告によるデータであり、
排出量を他社に割り当てる際には不確実性が高いことを理解しています。また、これら228
社とその排出量は、ウォルマートが購入した商品とサービスによるスコープ3の総排出量の
ごく一部に過ぎないことも認識している。

サプライヤーより得た値

購買金額の20%相当
Walmart向けの
スコープ1・2・3

排出量

2660万
トンCO2e

× 5

(購買金額100%にするために)

= 13,020万トン



気候変動は、企業活動の根本を変える課題です。(TCFD発足の理由)

気候変動が事業にどのようなリスクと機会をもたらすのか。

自らの排出を削減し、機会をつかむためのシナリオ分析を行う等、CDPに回答すること

は、TCFD提言を体験し、気候変動Readyとなるための自己変革につながります。

CDPは、スコープ3とはエンゲージメントであると考えています。

数字をドライに収集するのではなく、サプライヤー自身のレジリエンスを高め、リスク

への対応と機会をつかむことを自ら考えることを促すことが重要です。

CDPの期待
サプライヤー企業自身が気候変動のリスクと機会を理解
した上で行動すること
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まとめ

- スコープ3算定は必須ですが、スコープ3を算定するのに、すべてのLCAをする必要はありません。

- まずはスクリーニングをし、どこを詳しく見ていくか、決めましょう。全体像を把握することが
基本です。

- 減らす構造にすべき場所には、一次データを活用する必要があります。

- （一次データにはLCAのデータを活用できますが、必ずしも全てがLCAデータである必要はあり
ません。逆は成り立たないパターンです。）

- CDPでは、TCFDの企業の気候変動ガバナンスが重要であるという考え方からも、企業単位での

脱炭素化エンゲージメントが効果的であると考えています。そして脱炭素化は待ったなしです。
細かく配分することに労力を使うより、企業単位のエンゲージメントの結果、早期のネットゼ
ロを実現することの方が重要ではないでしょうか。

- CDPはNGOとして、必要だがない仕組みとして、サプライチェーンプログラムを運用していま
す。NGOであるCDPが最先端の課題を反映しているCDP質問書によって、課題を根幹から理解

する企業が増えることこそが、ミッションであり、ただの数値のやり取りではないエンゲージ
メントこそが重要だと考えています。

31


	減らせるスコープ3�現実的な算定に向けて
	スコープ3の算定は必須に
	今日のメッセージ
	スライド番号 4
	スコープ3って何？
	スコープ3の15カテゴリ
	各カテゴリに何が含まれるのか?
	どこまで含めるのか?
	報告企業のスコープ3は誰のどのスコープなの?
	報告企業のスコープ3は誰のどのスコープなの?
	カテゴリ15: 投融資先のスコープ3?
	入門編は環境省グリーンバリューチェーンプラットフォームへ
	算定ツール（環境省版）
	算定ツール（Quantis）
	スクリーニング時の算定の事例
	スクリーニング時の算定の事例
	担当者はGHGプロトコルスコープ3基準・�ガイダンスを参照しましょう。
	スライド番号 18
	スクリーニングが済んだら
	減らないスコープ3の構造
	2021版:スコープ3算定における日本における誤解と課題
	2022: 新たな誤解・まだ残る誤解
	LCAとスコープ3の考え方の違い
	スコープ3算定の基本
	スコープ3はまだら模様（算定例）
	スライド番号 26
	スコープ3はまだら模様（算定例）
	企業単位の「売上あたり原単位」を用いた算定例
	企業からの「按分結果」を活用
	CDPの期待
	まとめ

